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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成30年2月8日(2018.2.8)

【公開番号】特開2016-162615(P2016-162615A)
【公開日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2016-053
【出願番号】特願2015-41014(P2015-41014)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  41/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   41/24     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月19日(2017.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つの電極を有する放電灯に駆動電流を供給する放電灯駆動部と、
　前記放電灯の電極間電圧を検出する電圧検出部と、
　前記放電灯駆動部を制御する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記駆動電流の第１極性が一定に保持される第１測定駆動を実行可能で
あり、
　前記電圧検出部は、前記第１測定駆動が実行される第１測定期間において複数回、前記
電極間電圧を測定し、
　前記制御部は、前記第１測定期間において測定された複数の前記電極間電圧に基づいて
、前記放電灯の前記電極の状態を判断することを特徴とする放電灯駆動装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、前記放電灯に交流電流が供給される定常点灯駆動を実行可能であり、
　前記第１測定期間の長さは、前記定常点灯駆動が実行される定常点灯期間における前記
交流電流の半周期の長さよりも大きい、放電灯駆動装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第１測定期間において前記放電灯に供給される前記駆動電流の絶対値は、前記定常
点灯期間において前記放電灯に供給される前記駆動電流の絶対値よりも小さい、放電灯駆
動装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第１測定期間の長さと、前記第１測定期間に時間的に連続して設けられ前記第１極
性と反対の第２極性となる期間の長さと、の合計の長さは、前記定常点灯期間における交
流電流の１周期の長さと概ね同じである、放電灯駆動装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、
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　前記第１測定期間において測定された複数の前記電極間電圧から前記第１測定期間にお
ける前記電極間電圧の変化量を算出し、
　前記変化量が所定値以上の場合、前記電極を成長させる駆動を実行する、放電灯駆動装
置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、前記第１測定駆動における前記駆動電流の前記第１極性と反対の第２極
性が保持される第２測定駆動を実行可能であり、
　前記電圧検出部は、前記第２測定駆動が実行される第２測定期間において複数回、前記
電極間電圧を測定し、
　前記制御部は、前記第１測定期間および前記第２測定期間において測定された前記電極
間電圧に基づいて、前記放電灯の前記電極の状態を判断する、放電灯駆動装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第２測定期間は、前記第１測定期間と時間的に離間して設けられる、放電灯駆動装
置。
【請求項８】
　請求項６に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第２測定期間は、前記第１測定期間と時間的に連続して設けられる、放電灯駆動装
置。
【請求項９】
　請求項８に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記第１測定期間の長さと前記第２測定期間の長さとは、概ね同じである、放電灯駆動
装置。
【請求項１０】
　請求項６から９のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、
　前記第１測定期間において測定された前記電極間電圧から前記第１測定期間における前
記電極間電圧の第１変化量を算出し、
　前記第２測定期間において測定された前記電極間電圧から前記第２測定期間における前
記電極間電圧の第２変化量を算出し、
　前記第１変化量と前記第２変化量とのうちの少なくとも一方が所定値以上の場合、前記
電極を成長させる駆動を実行する、放電灯駆動装置。
【請求項１１】
　請求項６から１０のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記制御部は、前記第１測定期間または前記第２測定期間において測定された複数の電
極間電圧の間の変化量に基づいて、前記電極の突起の太さを判断する、放電灯駆動装置。
【請求項１２】
　請求項５または１０に記載の放電灯駆動装置であって、
　前記所定値は、測定された前記電極間電圧に基づいて設定される、放電灯駆動装置。
【請求項１３】
　光を射出する放電灯と、
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の放電灯駆動装置と、
　を備えることを特徴とする光源装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の光源装置と、
　前記光源装置から射出される光を映像信号に応じて変調する光変調素子と、
　前記光変調素子により変調された光を投射する投射光学系と、
　を備えることを特徴とするプロジェクター。
【請求項１５】
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　請求項１４に記載のプロジェクターであって、
　操作を受け付ける入力受付部を備え、
　前記制御部は、前記入力受付部が前記操作を受け付けた場合に、前記測定駆動を実行す
る、プロジェクター。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のプロジェクターであって、
　前記制御部は、前記放電灯から射出される光が前記投射光学系から投射されない期間に
おいて、前記測定駆動を実行する、プロジェクター。
【請求項１７】
　２つの電極を有する放電灯に駆動電流を供給して、前記放電灯を駆動させる放電灯駆動
方法であって、
　極性が一定に保持される駆動電流を前記放電灯に供給する測定駆動を実行するステップ
と、
　前記測定駆動が実行される測定期間において複数回、前記放電灯の電極間電圧を測定す
るステップと、
　前記測定期間において測定された複数の電極間電圧に基づいて、前記放電灯の前記電極
の状態を判断するステップと、
　を備えることを特徴とする放電灯駆動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　第２測定期間ＰＨ２２ｂは、第１測定期間ＰＨ２２ａの後に時間的に連続して設けられ
ている。図１０に示す例では、第２測定期間ＰＨ２２ｂにおける駆動電流Ｉの値は、－Ｉ
ｍ２である。すなわち、第２測定期間ＰＨ２２ｂにおいて放電灯９０に供給される駆動電
流Ｉの絶対値は、定常点灯期間ＰＨ１において放電灯９０に供給される駆動電流の絶対値
よりも小さい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　第１測定期間ＰＨ２２ａの上記以外の構成は、第１実施形態の第１測定期間ＰＨ２１ａ
の構成と同様である。第２測定期間ＰＨ２２ｂの上記以外の構成は、第１実施形態の第２
測定期間ＰＨ２１ｂの構成と同様である。
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